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予 定 実際の時間 活 動 内 容 等
6／17（金）
15：00～ 15：00～
大学出発
スーパーで買い出し
17：30～ 18：00 山人の里着（宿泊施設），夕食の準備
19：00～ 19：30 夕食
20：30～ 20：30～ レクリエーションの最終打ち合わせ及びリハーサル
21：30～ 22：30～ 入浴，自由時間，就寝
6／18（土）
～6：00 ～6：30 朝食の準備
6：00 6：30 朝食
7：00 7：30 日開野先生の講義（介護かるた実践）
7：30 8：00 掃除（食堂，トレイ，玄関，洗濯物，廊下など）
8：30 8：50 山人の里出発
8：50 9：15 子育てサロン会場到着（会場設営する）
9：00 9：20～ 子育てサロン開始（フリーで子ども・保護者と関わる）
10：00～ 学生によるレクリエーション活動
10：30～ おやつの時間→フリーに子どもたちと遊ぶ
11：30 子育てサロン終了（子どもたちの見送り，会場の片付け）
12：00～ 子育てサロンスタッフとの座談会8
12：30 子育てサロン会場出発
15：00 大学到着
Ⅳ．生活実体験合宿及び美馬市子育てサロンボランティア活動の主な内容
表2
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＜1日目の主な様子＞
急須でお茶
を煎れる
夕食の準備買出しの様子
布団シーツ装着の様子
リハーサルの様子 自分たちの活動の確認
レクリエーション
活動の練習風景
教員からの指導① 教員からの指導②
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生たちだけで話し合って，取り組む。そして教員（筆
者）は指示・指導を一切行わず，彼らの取り組みを
見守り，またタイムスケジュールを超過した場合
は，その旨の指摘を行う。
2．美馬市子育てサロンレクリエーション活動（ボ
ランティア活動）の概要
事前に学生たちには本研究活動の主旨・目的を説
明をした。そして，レクリエーション活動の企画・
準備・運営は学生主体で実践した。
当日は，子ども・保護者とのフリーに関わる時間
を設定し，その後30分間程度学生たちによるレクリ
エーション活動を実施した。
レクリエーション活動内容は，手遊び，読み聞か
せ（大型絵本）2本（「わにわにのお風呂」「もった
いないばあさん」），ダンス（エビカニックス）を実
践した。
参加した親子も，一緒に手遊びを楽しみ，また学
生たちと一緒にダンスを楽しんでいる様子であっ
た。
Ⅴ．学生たちの反省内容
1．グループワークにおける反省内容
反省会は，グループ形式で「良かった点」「悪か
った点」「改善点」を口頭で抽出するようにした。
以下，学生たちの意見を整理した。
1）生活実体験合宿（1泊2日）での反省会
①良かった点（一部抜粋）
・ご飯，試行錯誤して作れた。（※味噌汁を予定
していたが出汁の購入忘れのため）
・予算内に納まった。
・2時間のリハでもだらけなかった。
②悪かった点・改善点（一部抜粋）
・時間が守れない。
・（話し合いの際，いつも）話がそれてしまう。
・計画がくずれる。
・要領が悪かった。
③改善策（一部抜粋）
・早めの行動・計画をする。
＜2日目の主な様子＞
洗濯（タオル）干しトイレ掃除
廊下掃除
朝食準備 朝食片づけ
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・報告，連絡，相談をちゃんとする。
・協調性（周りを意識し，気が付けるようにする）
・できるだけ計画通りに（実行する）。
2）レクリエーション活動の反省点
①良かった点（一部抜粋）
・楽しくできた。
・前（すきっぷ1回目）よりも親とのコミュニケー
ションがとれた。
・（音楽が流れないトラブルが起きたが）臨機応
変に対応してダンスにつなげることができた。
②悪かった点（一部抜粋）
・（子どもたちが興味を引くような）呼びかけが
足りなかった。
・入れ替わり（手遊び担当→読み聞かせ担当な
ど）の時にもっと（声掛けなど）工夫をすれば
よかった。
③改善策（一部抜粋）
・もっと早い段階から練習する（メンバーへの報
＜子育て親子・子育てサロンスタッフとの交流の様子＞
交流（フリー）の様子
ダンス
（エビカニックス）
読み聞かせ
（大型絵本）
地域を基盤とした保育者養成の実践的研究――子育てサロンのボランティア活動と生活実体験宿泊合宿――
― ５７ ―
告・連絡・相談）。
→メンバー一人ひとりが参加できるように自
助努力する。
・事前にしっかりと打ち合わせをしておくべきだ
った。
2．レポート課題での反省内容
リフレクションの一環として学生たちに対してレ
ポート課題「6／17～18の美馬市子育てサロンボラ
ンティア活動及び事前準備，また1泊2日の合宿を
通して，自分なりに最も学んだことを述べなさい」
を設定した。
以下，レポート課題から一部抜粋した内容を整理
する。
「夕食作りの際にも，皆でしっかりと役割分担が
できたため予定の時間は過ぎてしまいましたが，テ
キパキと短時間で完成させることができた」（Aさ
ん）
「（前略）サポーターの方や保護者の方々が穏や
かな雰囲気だったためか，自分の中での課題であっ
た保護者とのコミュニケーションも取ることができ
ました。」（Aさん）
「（子育てサロン活動を）10年以上も前から活動
しているが，様々な施設が増えたため，最近では利
用者少ない。公園は交流の場になるが，そもそも公
園がなく，あったとしても危険が多いために利用で
きない。（中略）昔と今では，子育て環境が違うた
め時代に合った保育環境をつくっていく必要がある
のだと思いました」（Aさん）
「話し合いも脱線してしまって，スムーズに進め
ることができなかった。だれかが協力しなかった
り，輪が乱れるということはなかったのが良かった
と思います」（Bさん）
「夕食の用意，朝食の用意は予定時間を過ぎてし
まいましたが，要領は良く早くできたと思います」
（Cさん）
「自分が思っていることを発信しないと相手にも
伝わらないし，相手も言いにくいのかもしれませ
ん」（Dさん）
学生たちは，生活体験合宿や美馬市子育てサロン
での体験を通して，自分なりの反省や課題を抽出す
ることができたといえる。
しかし，本教育研究活動としての主旨・目的を理
解した課題や気づき（「生活をする」という観点か
らの気づき）9は見受けられなかった。
さらには，生活実体験中には予定していた時間を
大幅に遅れている状況にも関わらず，学生たちは時
間を意識して急ぐ様子も見受けられず，教員から指
摘されても「（時間が）遅れていることを言わなく
てもいいのに…」という発言もあった。そしてレポー
ト課題の文面にも「時間は遅れたが，（作業等は）
できた」という学生たちの自己評価がある。
本研究教育活動の主旨・目的は家事・炊事を「で
きた」という体験に重視しているのではなく，活動
の一連の流れを通すことで「生活する」ということ
の意味を理解することである。しかし，このような
学生たちの反省内容や実践中の言動・行動から，本
研究教育活動の主旨・目的を理解して取り組んでい
たとは言い難く，今回の目的達成はできなかったと
評価する。
Ⅵ．考察
以上の内容を踏まえて，今回の教育研究活動に関
して，学生たちが主旨・目的を理解して取り組むこ
とができなかったといえる。その要因についての反
省及び課題を以下3点から考察する。
1．グループメンバーの関係性の不十分さ
レポート課題の内容には「メンバーが集まらなか
ったり，なかなか話し合いが進まなかった」「みん
なで手分けしてご飯を用意することができるのか？
（中略）とても不安に思っていました」など，これ
までのゼミ活動を通してメンバーの中に欠席がちの
学生がいたことや普段関わることのないメンバー同
士で1泊2日合宿，またレクリエーション活動を実
践できるかの不安を大きく抱えていたことが伺え
る。
そのため，グループ活動を開始するまえに①メン
バー間の交流機会を設定する，②学生との個別面談
の実施，以上2点を通して，学生たちがグループ活
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動を実践することに対しての不安を軽減することに
つながると考える10。
2．本教育研究活動の主旨・目的に関するメンバー
の主体形成不足
活動前に学生たちには本教育研究活動の主旨・目
的を説明した。しかし，学生たちにはその主旨・目
的を理解し主体的に動く姿勢が不十分であった結果
と考える。それは，近年の学生たちの特徴（受動的
姿勢）に加えて，「福祉」に興味・関心のない学生
が含まれているメンバー構成により，元々のモチ
ベーションが低いことが伺える。そのために主体形
成の促進に関する観点からメンバーそれぞれに対す
るアプローチが必要であったと考える。
3．子育てサロンの事前学習不足
学生たちが本教育研究活動の主旨・目的を理解し
た取り組みができなかった要因の一つに，子育てサ
ロンに関する事前学習する機会を設定していないこ
とがあげられる。「子育てサロン」の概要を知るこ
とで「子育てサロン」への興味・関心を促進するこ
とにつながる期待が持てたであろう。それにより，
本教育研究活動の主旨・目的の理解へとつながった
可能性があると考える。
上記1～3を踏まえて，本教育研究活動を実践す
る前の準備期としてグループメンバーの不安等の軽
減，個別的な関わり方などそれぞれの学生たちの理
解力，意欲，姿勢等に合わせたアプローチも必要で
あることが分かった。グループワークを実践する
ワーカー（筆者）として，その視点を含めて今後の
教育研究活動に活かしていきたいと考える。
また美馬市子育てサロンスタッフとの座談会を通
して，Aさんのレポート課題には「昔と今では，子
育て環境が違うため時代に合った保育環境をつくっ
ていく必要があるのだと思いました」と明記してお
り，子育て支援の意義や実態について理解を深めた
ことが伺える。
そして，今回の教育研究活動はサービスラーニン
グの要素も含まれていると考える。生活実体験合宿
や子育て親子や子育てサロンのスタッフと交流やボ
ランティア活動を通して現場の実態を知ることによ
り，学生自身の学びや保育者としての成長の機会に
つながっているといえる。
このように今回の本教育研究活動の実践は「ソー
シャルワーク」としての基礎的視点を身につけるこ
との達成は難しかったものの，学生たちは保育所等
の保育現場ではなく地域の子育て支援現場で子育て
親子や子育てサロンスタッフと直接関わることによ
って，子育ての実態を知り，子育て支援の意義を理
解する等の保育者としての資質向上につながったと
いえる。これより地域を基盤にした保育者養成の活
動として大きな学習効果があったと考える。
そして本教育研究活動を実践するにあたり本稿の
考察を踏まえて取り組み，そして年間教育活動を通
して学生たちが本教育研究活動の主旨・目的を理解
し，保育者としてソーシャルワーク実践に必要な視
点を養えるように努めていきたいと思う。
（脚注・引用）
1 各制度によって単純比較は難しいが，福祉分野の国
家資格である社会福祉士，介護福祉士，精神保健福祉
士と保育士のカリキュラムの中で，ソーシャルワーク
の視点となる「生活支援（援助）（※社会保障制度も
含む）」に関連する科目は，保育士は「児童家庭福祉」
「社会福祉」「家庭支援論」（各2単位）「相談援助」「保
育相談支援」（各演習1単位）が挙げられる。しかし，
社会福祉士では「総合的かつ包括的な相談援助の理念
と方法に関する知識と技術」（180時間），さらに各論
として各対象者の生活支援に関する科目を設定してい
る。介護福祉士ではそれぞれの科目内容には「自立支
援」「生活支援」の要素を含めた内容になっており，
精神保健福祉士においては「現代社会と福祉」「地域
福祉の理論と方法」「社会保障」（各60時間）など生活
支援に関する科目設定している。現状の保育士養成カ
リキュラムは，子どもの発達や保健，心理に関する内
容が重視されているが「ソーシャルワーク」の基盤形
成に関する科目は，独自の科目設定ではなく関連領域
の一部として設定されていることが分かる。
2 生活者とは，一般的な辞書では「人は単に消費する
だけではなく，消費活動を通じて生活の豊かさや自己
実現を追及しているという考えに基づく」と定義づけ
られている。定義の通り，生活者を支える「生活支援
（援助）」の基盤には，専門的な知識・技術の偏重で
はなく，いわゆる生活の質及び生活者の自己実現の追
求のためには「生活をする」という観念が必要と考え
る。
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3 厚生労働省 HP「社会福祉基礎構造改革について（中
間まとめ）」http : //www1．mhlw.go.jp/houdou／1006／h
0617－1．html
4 IFSWと IASSWのグローバル定義を社団法人日本
社会福祉教育学校連盟（学校連盟）と社会福祉専門職
団体協議会の共同日本語訳である。
社会福祉士養成講座編集委員会編著，2015，新・社会
福祉士養成講座6 相談援助の基盤と専門職第3版，
中央法，24ページ
5 そのうちの1名は前期休学により，実質6名で実施
した。
6 リフレクションとは，内省・熟考の意味であり，体
験学習においてリフレクションは「体験」にとどまら
ず内省させることによって，理論と実践の一体化を深
化させることが期待できる。
7 「すきっぷ」とは，徳島市内で活動している NPO
法人の子育て支援事業所である。主な利用者は転勤に
よって徳島県に移住している子育て親子で，子どもの
年齢も乳幼児期が多い。
8 四国大学短期大学部教授日開野博先生が司会進行を
務め，美馬市社会福祉協議会関係スタッフ4名，子育
てサロンスタッフ3名（子育てボランティア養成講習
を受講した方。一部には児童委員を兼務されている方
もいた）と学生たちの座談会を実施した。主に美馬市
社会福祉協議会スタッフから子育てサロン運営の経緯
や現状をお話しいただき，その後子育てサロンスタッ
フの想いや今後の課題について伺った。
9 平成27年度古川ゼミ活動にも生活実体験合宿を実践
し，当時の学生たち（9名）に同様のレポート課題を
設定した。昨年度の学生の中に最も多くの意見には「お
母さんの大変さが分かった」等の内容があり，生活実
体験合宿を通したことで「生活する」ことの大変さを
実感した様子が伺える。また「段取りの重要さ」「周
囲に対して自分から気づこうという意識が大切」等の
家事・炊事を行うには先々の段取りやグループ活動と
して自らが気づこうとする能動的姿勢に気づくことが
レポート課題には明記してあった。
10 グループワークの準備期に「予備接触」がある。今
後の活動に関してメンバー間でコンセンサスを図るた
めにもグループ活動を開始する前にグループに働きか
けるワーカーが各メンバーと面談を通して，不安や関
心を理解しておくことが言われている。
（主な参考文献）
1）岡村重夫著，1999年，社会福祉原論，全国社会福祉
協議会
2）松本英孝著，1999年，主体性の社会福祉論―岡村社
会福祉学入門－増補版，京都・法政出版
3）社会福祉士養成講座編集委員会編，2015年，新・社
会福祉士養成講座6 相談援助の基盤と専門職 第3
版，中央法規出版
4）小林育子・小舘静枝・日高洋子著，2015年，保育者
のための相談援助，萌文書林
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抄 録
本稿は，保育者に求められている「ソーシャルワーク」の基礎的視点の養成を目的にした教育研
究活動報告である。
2008（平成20）年厚生労働省『保育所保育指針』の中で「ソーシャルワーク」機能の重要性を強
調している。それは，保育士養成に関しても「ソーシャルワーク」の視点を養成する教育内容・方
法が求められていると言える。
そのため，本教育研究活動は保育者養成の中で，「ソーシャルワーク」実践の基礎的視点を養成
することを目的にした教育方法を考案し，地域の社会資源（美馬市子育てサロン，山人の里）を活用
しながら教育研究活動を実践した。そして，その一部の実践及び教育方法に関する考察を整理した。
キーワード：ソーシャルワーク，保育者養成，地域
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